
  
 

 

働
き
方
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は

「
何
の
た
め
に
、
ど
う
あ
る
た
め
に
改
革
を
進

め
る
の
か
」
課
題
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
具
体
的
に
「
業
務
量
」
の
見
直
し
を
検
討

し
、
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

継
続
的
に
業
務
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、2

6

年
後
の
北
海
道

の
労
働
力
人
口
（1

5

～6
4

歳
人
口
）
は
、48

.2
%

と
総
人
口
の
半
分
以
下
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
成

3
0

年
９
月
の
有
効
求
人
倍
率

が

1
.6

4
倍
と
「
人
が
採
用
で
き
な
い
」
状
態

に
な
っ
て
い
る
中
、
高
齢
化
に
よ
り
介
護
離
職

者
が
増
加
し
て
お
り
、
北
海
道
で
は
平
成

2
9

年
度
に

5
,2

0
0

人
と
、
５
年
前
の
約

1
.4

倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
が
加
速
し
て
い
く

中
で
、
ま
ず
はМ

字
カ
ー
ブ
※
の
解
消
等
に
よ

り
、
労
働
に
参
画
し
て
い
な
か
っ
た
層
を
フ
ル

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
【R 社（派遣業）の場合】  

「社長の意志決定」⇔「現場の推進」  
 
課題  男女間でキャリア形成に対する意識が断絶。  

男性管理職の固定概念が根強い。持続的成長のため
に、男女区別なく活躍できる企業へ。  

 
施策  社長自ら短時間で賢く濃く働くために体制整備に取

り組む。働き方改革の必要性を役員以上に共有し、全
国行脚で従業員一人ひとりに、年間労働時間設定を
呼びかけた。  

 

成果  深夜労働時間 86%削減、休日労働時間 68%削減、  

女性従業員の出産数 1.8 倍、女性管理職比率 41.4% 

 

〇成功事例  ～課題と取り組み～  

✅

時
間
当
た
り
の
成
果
を
意
識
し
て
業
務
が
行
え
る 

 ✅

成
果
を
上
げ
て
定
時
で
帰
る
時
間
術
が
身
に
付
く 

 ✅

自
己
研
鑽
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、 

仕
事
の
成
果
に
繋
が
る
多
様
な
視
点
が
身
に
付
く 

はの視点や考え方が必須。2020 年までに、女性役職者比率 5%に。  
 
施策  女性が働きやすい環境整備に着手。女性役職者育成研修や、ダイバー

シティー店舗（女性役職者 2 名以上で、女性社員比率 50％の店舗）
の運営。女性ならではのサービスや経費削減等、自己啓発などを実施。 

 
成果  女性役職者 4 年間で 40 名増、女性応募者数 1.6 倍、離職者数減少  

▽
平
成
３
１
年
４
月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
る
働
き
方
改
革
関
連
法
。
令
和
元
年
６
月
２
１
日
開
催
の

講
演
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
講
演
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

Q
R

コ
ー
ド
か
ら
。 

 

右
記
は
企
業
の
働
き
方
改
革
、
女
性
活
躍
に

お
け
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
で
す
。
こ
の

事
例
以
外
に
も
、
Ｍ
社
で
は
、
上
段
に
あ
る

5

つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
「
①
仕
事
の
予
定
・
実
績
記

録
」
を
全
社
で
徹
底
し
、
毎
年
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
研
修
や
残
業
抑
制
の
仕
掛
け
を

行
う
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
従
業
員
の
意
識

が
変
わ
り
、
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

働
き
方
改
革
と
は
経
営
戦
略
で
す
。
多
様
な

視
点
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
力
を
磨
く
に

は
読
書
や
勉
強
、
人
脈
拡
大
な
ど
の
自
己
研
鑚

の
時
間
が
必
要
で
す
。
長
時
間
労
働
を
止
め
、

イ
ン
プ
ッ
ト
の
時
間
を
増
や
し
、
仕
事
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 
・集中力アップ  
 ⇒働く場所・環境を変える、  

定時後の予定を入れる  
 

・業務の取捨選択  
⇒不要な会議ではないか、  

メールや電話等は必要か  
 

・システム導入による効率化  
⇒ペーパーレス実施、  

出張はオンライン会議に  
 

・知力結集による工夫  
⇒成功事例のレシピ化、  

横展開のための会議  

〇業務量見直しの例  
 

※M 字カーブ  
年齢層別に見た女性労働力率

のグラフで特徴的な曲線のこ
と。結婚や出産を機にいったん
離職し、育児が一段落したら再
び働きだす女性が多いという日
本の特徴を反映している。  

そ
し
て
、
人
件
費
が
高
く

な
り
、
モ
ノ
が
溢
れ
、A

I

が

台

頭

す

る

現

在

に

お

い

て

は
、
以
前
の
「
長
時
間
労
働

で
均
一
的
な
モ
ノ
を
大
量
生

産
す
る
」
と
い
う
働
き
方
か

ら
、「
短
時
間
労
働
で
、
多
様

な
視
点
か
ら
付
加
価
値
の
高

い

新

し

い

発

想

を

生

み

出

す
」
と
い
う
働
き
方
へ
の
変

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 


